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研究成果の概要： 本研究では、スマートフォンの利用が学習者に与える影響について検証することを目的に、
理科の授業において、質問紙法及び観察法による調査を行った。
  主な結果として、高校生を対象にした理科の授業において「Webページ」、「ゲーム型授業応答システム」、
「コメント送信機能」等の活用により、学習者の意識にポジティブな感情が生じたことや効果的に「主体的・対
話的で深い学び」が確認された。 また、大学生を対象にした講義において、スマートフォンを使用したグルー
プが「直接的」、使用しなかったグループが「間接的」に生態系を保全しようとする傾向がみられる等の学習者
の考えに影響を与えることも分かった。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　総務省（2022）は、令和3年8月末の情報通信サービスの利用状況等について調査した結果、個人のインターネ
ット利用機器は、引き続きスマートフォンがパソコンを上回り、20～49歳の各年齢階層で約9割が利用している
ことを報告した。近年、個人の所有するスマートフォンを業務や授業等で活用するBYOD(Bring Your Own 
Device)が普及している。例えば、東京都教育委員会(2020)は、BYODの研究事業成果報告書を公表した。しか
し、スマートフォンを授業で活用する場面は、様々な科目や学習形態が数多く想定されるため、授業実践の結果
を分析して、教育的な知見を得ることは重要なことだと考える。
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2019～2019



様 式 Ｃ－４１ 
 

 

 

１．研究の目的 
近年、個人の所有するスマートフォン（以下、スマホ）を業務や授業等で活用する BYOD(Bring 

Your Own Device)が報告されている。また、東京都教育委員会（2020）は、個人スマホを授業で
活用した研究事業成果報告書を公表している。しかし、スマホを授業で活用する場面は、様々
な科目や学習形態が数多く想定されるため、授業実践の結果を分析して、教育的な知見を得る
ことは重要なことだと考える。本研究では、スマホの利用が学習者に与える影響について検証
することを目的に、理科の授業において、質問紙法及び観察法による調査を行った。具体的に
は、平成 31年度から令和３年度まで「科学と人間生活」、「生物基礎」、「化学基礎」、「物理基礎」
の科目で、生徒がスマホを使用する授業実践を行い、質問紙及び観察法による調査を行う。こ
の調査では、授業中のスマホの使用による、生徒の興味、集中度、理解力、考える力、「主体的
な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」への影響に注目する。 
 
 
２．研究成果 
本研究における主な結果を以下に示す。 
・高校生を対象に、「科学と人間生活」と「化学基礎」の科目において、SDGs6「安全な水 と
トイレを世界中に」に関する授業実践を行い、Web 情報検索による個別学習後の学習者の考
えと学年を超えた意見共有後の学習者の考えの比較分析を行った。結果、個別学習後と意見
共有後について「水源の供給」等の共通した考えがみられた。一方、個別学習後には「安全
な水の供給」に関することが特徴的な語としてみられたが、意見共有後で「水処理技術」に
関することが特徴的な考えとしてみられた。  
・高校生を対象に、 「科学と人間生活」、「生物基礎」、「化学基礎」、「物理基礎」の科目におい
て、教員がゲーム型授業応答システムである Kahoot!クイズの難易度をある程度高めること
で、学習前より学習後において有意に正答数が高くなり、解答時間が短縮されることが確認
された。さらに、生物基礎の授業において生徒かにクイズを出題してもらったところ「対話
ができた」、「考えることができた」、「眠気が覚めた」、「学習の内容を理解できた」、「また
Kahoot!を使用したい」の得点が有意に高くなることが認められた( p < 0.05 )。 
・高校生を対象に、生物基礎の科目において、コメント送信機能を活用した授業実践を行った
ところ、コメント送信機能を活用しなかったグループと比較して、コメント送信機能を活用
したグループは有意に「眠気が覚めた」と感じることが認められた。コメントの内容を分類
した結果や、短時間で多数のコメントが送信されていたことから、効果的に「主体的・対話
的な学び」が実現できた。 
・大学生を対象に、サワガニの水質選択実験に着目した理論依存型の授業実践をオンラインで
行い、個別学習と協働学習における学習者の意識の差異を検証した。結果、個別学習グルー
プと協働学習グループどちらもサワガニに対する関心が高まったが、個別学習グループと比
較して協働学習グループの方がサワガニに対する関心が高まったこと等が分かった。 
・大学生を対象に生態系の保全における講義を行い、スマホでのWeb情報検索有無と生き物の
飼育経験の有無が学習者の意識に与える影響について 4つのグループで実験を行った。自由
記述の語とグループによる対応分析の結果から、生き物の飼育経験が無いグループが「現在」、
飼育経験が有るグループが「未来」の生き物を対象にして考える傾向がみられた。また、ス
マートフォンを使用したグループが「直接的」、使用しなかったグループが「間接的」に生態
系を保全しようとする傾向がみられた。   
本研究におけるスマホを活用した授業実践から、「主体的な学びや対話的な学び」における教
育的な知見が得られた。また、情報を精査して考えを深める「深い学び」につながる学びの軌
跡も確認された。加えて、スマホの授業での活用において、「主体的・対話的で深い学び」や学
習者の意識において多岐にわたるメリットが確認された。さらに、生態系の保全における講義
で情報検索を行った結果より、情報を精査して考えを深めていくスマホ活用のメリットも確認
された。しかし、スマホを使用することにより、「直接的」に生態系を保全しようと考える学習
者が多くなったことから、情報を精査して考えを深めることができればメリットであると考え
られるが、深く考えずにスマホの情報を学習者の考えにしたとしたらデメリットにもなりうる。
従って、個別学習後に学習者の考えを振り返ったり、考えをさらに深めたりするような「対話
的な学び」の重要性が示唆された。今後は、個別学習と協同学習による学習者の考えにおいて、
学びの軌跡をより詳細に分析することが課題として挙げられる。 
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